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次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と

は
、
深
刻
な
少
子
化
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
よ
り
策
定
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
子
育
て
支
援
計
画
の
こ

と
で
す
。
全
国
の
地
方
自
治
体
と

従
業
員
数
三
〇
一
人
以
上
の
企
業

（
事
業
主
）
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
前
期
、
後
期
合
わ
せ
て
十

■
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
　
　
　
　
　
　

っ
て
、
何
？

■
少
子
化
の
日
本

　

合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
生

涯
に
生
む
子
ど
も
の
数
）
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
少
子
化
を
表
す
指
標

の
一
つ
で
、
二
・
〇
八
を
下
回
る

と
国
の
人
口
を
維
持
で
き
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

人
口
の
減
少
は
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
（
税
、
社
会
保
障
、
経
済

活
動
の
維
持
等
）
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
高

度
経
済
成
長
期
以
後
に
下
降
を
続

け
、
平
成
元
年
に
一
・
五
七
を
記

録
し
社
会
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
に
は

過
去
最
低
の
一
・
二
九
と
な
り
、

さ
ら
に
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
じ
平
成

十
五
年
の
福
島
県
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
一
・
五
四
で
、
沖
縄
県
の

一
・
七
二
に
次
い
で
高
く
、
全
国

二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
少
子
化
の
動
向
が
み
ら
れ
、

過
去
最
低
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

■
西
郷
村
の
少
子
化
の
動
向

　

一
方
、
村
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
一
・
九
四
で
県
平
均
の

一
・
五
七
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
県
内
で
高
い
市
町
村
は
他

に
、
会
津
地
区
と
中
通
り
南
部
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
西
郷
村
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
比
較
的
高
い
の

は
、
就
労
や
交
通
の
利
便
性
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
家
庭
づ

く
り
が
で
き
る
こ
と
や
、
フ
ァ
ミ

■
地
方
自
治
体
と
企
業
の
取
組
み

　

こ
の
少
子
化
問
題
の
一
層
の

進
行
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
国
と
地
方
自
治
体
に
加

え
、
企
業
（
事
業
主
）
も
参
加
し

た
三
位
一
体
の
取
組
み
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
行
政
の
視
点
か

ら
地
域
の
子
育
て
支
援
を
、
企
業

は
、
雇
用
問
題
に
ま
つ
わ
る
子
育

て
支
援
を
軸
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
行

動
計
画
に
反
映
し
、
積
極
的
に
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

　

村
で
は
、
こ
の
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
平
成
十
六
年
二
月
に
、
就

学
前
児
童
と
小
学
生
児
童
の
保
護

者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
策
定
委
員
会
で
は
、

回
答
を
い
た
だ
い
た
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
事
業
化
で
き
る
目
標
支

援
策
を
洗
い
出
し
て
い
ま
す
。

西郷村次世代育成支援行動計画（前期）　の概要

　子育てを通して、親も地域も輪になって、共に成長していく。
　皆に支えられて大きくなった子ども達は、やがて西郷村を支える人材へと成長し、その活力は再び地域へ
　と還元されていく。
　こうした「輪」と「環」をたくさんつないで、元気のある村をつくっていくことが私達の願いです。
　下記の個別項目について、今後５年間で推進してまいります。

視点Ⅰ 地域における子育て支援
子育てサークル・ボランティアの活性化

交流場所の確保

相互支援ネットワークの構築

●仲間づくりの機会の提供（H17～）●外国人母子の通訳支援（H17～）

○ボランティア参加者育成　●つどいの広場（H17～）

●平日の保育園の園庭解放（H17～）○ファミリーサポート事業
視点Ⅱ 母子保健の取り組み
保護者に対する健康学習機会の提供

母子の健康管理支援

子どもに対する健康学習機会の提供

就学期の健康管理支援

○子育て講座　○育児教室　○母子手帳交付・保健指導　○乳幼児健康

相談　○妊産婦・乳幼児家庭訪問　○乳幼児健康診査　○歯科クリニッ

ク　○各種予防接種　●子育て相談（H17～）　○乳幼児発達支援教室　

○親子料理教室　○酒たばこに関する健康教育　○歯科検診　

○ブラッシング指導　○フッ素洗口
視点Ⅲ 教育環境
幼児教育環境の充実

学校教育の充実

子育てについて学習する機会の提供

異年齢交流・多世代交流の拡大

○幼稚園就園奨励費補助金　●村立幼保一元化の調査研究（H17～）　

●幼稚園絵本貸出事業（H17～）　●ブックスタート事業（H17～）　

○子どもと親の相談員活用調査研究委託事業

○心の教育相談員設置事業　○家庭教育支援総合推進事業　

○スポーツ少年団の振興　○地域子ども教室推進事業
視点Ⅳ 生活環境
住宅取得の支援

室内の遊び場の確保

地域の公園のリニューアル

医療費等の助成

子育てバリアフリー

○羽太グリーンタウンの販売促進　●児童館の開放（H17～）　

○公園の整備　○公園の美化　○乳幼児医療費の助成　

○イベント時の託児事業

視点Ⅴ 仕事と家庭の両立支援
保育園の利便性の向上

児童クラブの利便性の向上

保育施設の増改築

●保育園の保育時間の延長（H20～）　●６ヶ月児保育（H20～）　

○一時保育　●児童館保育時間の延長（H18～）　●土曜保育（H18～）

　

●みずほ保育園の建替（H19～）　●子育て支援センターの整備（H20～）

●村立幼保一元化の調査検討（H17）　

●児童クラブ等の施設整備（H21以後）
視点Ⅵ 子どもの安全対策
通学路の安全確保

遊具の安全確保

児童虐待防止ネットワークの構築

防犯対策

○歩道の整備　○防犯灯の設置　○街頭指導　○学校遊具等の安全点検

○保育園、児童館の遊具安全点検　○公園遊具の安全点検　○協議会の

設置、開催　○西郷村地域安全推進事業　○子どもの安全見守り隊　

○子ども避難の家
視点Ⅶ 支援を必要とする児童への対応
早期療養体制の充実

各種手当による経済的支援

保護者の介護負担の軽減

ひとり親家庭への経済的支援

●乳幼児発達支援教室（H17～）　○保育園の障がい児の受入　

○養護学校相談事業　○特別児童扶養手当　○障がい児福祉手当

○支援費制度　○ひとり親家庭医療費助成

視点Ⅷ 次の時代の親育て
乳幼児とふれあう機会の提供

思春期教育の充実

●乳幼児ふれあい体験教室（H17～）

○学校と保健の連携事業

リ
ー
層
の
転
入
が
続
い
て
い
る
た

め
と
言
え
ま
す
が
、
少
子
化
の
波

は
着
実
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま

す
。

　

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
急
速
な
少
子

化
の
進
行
や
子
育
て
環
境
の
変
化
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
具

体
的
な
行
動
目
標
と
し
て
、
西
郷
村
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
行
政
ば
か
り
で
は
な

く
、
育
児
サ
ー
ク
ル
代
表
者
や
保
育
園

の
保
護
者
代
表
な
ど
、
実
際
に
子
育
て

に
携
わ
る
関
係
者
で
構
成
さ
れ
た
策
定

委
員
会
で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
今
後

は
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
の
実
現
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

前期計画期間 : 平成 17 年度～平成 21 年度

基本理念　子どもが育ち、親が育ち、
　　　　　　　　地域が育つ　人が豊

みの

る西郷村

○印＝継続　●印＝新規に取り組む事業　（ ）内＝整備年度

区分 平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度
西郷村 ２３２ ２１５ ２２７ ２２４ ２１８
白河市 ５４４ ５２３ ４９７ ４７４ ４８９
矢吹町 １７４ １７５ １６８ １８２ １６１

▼出生数の推移

区分 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
上位５位 沖縄県

１．７２
福 島 県
１．５４

鳥取県
１．５３

佐賀県
１．５１

宮崎県
１．５０

下位５位 東京都
１．００

京都府
１．１５

奈良県
１．１８

大阪府・千葉県・
北海道１．２０

▼全国の合計特殊出生率

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

西
郷
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

年
間
の
計
画
で
、
全
国
一
斉
に
平

成
十
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
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見直し・検討事項 →達成状況（具体的な内容）
１組織機構の見直し

　 組織機構の再編成の推進 →平成 16年４月に ISO 対策室、環境対策室、行財政対策室を設置
２定員管理の適正化５年間に３％の職員削減

定員適正化計画の見直しによる職員定数の管理

平成 12 年４月で職員数 193 名

→平成 16年度（平成 17年３月 31日）177 名に

　・16名の削減を実施　職員数の約７％削減
３事務、事業の見直し及び行政サービス向上等の事務の改善

　 厳正、透明な入札制度のあり方 →入札・契約関連要綱等の作成
４行政情報化の推進

情報処理機器間のネットワーク化による情報の高度、有効

　　利用の推進

各種情報システムの構築と情報処理機器の計画的整備

→福島県電子申請・届出オンラインシステムへの参加

　・インターネットを通して約 20の申請・届出が可能に

→老朽化、性能不足のパソコンの更新・平成 16年度 15台更新
５民間等活力活用

ボランティア組織の育成と利活用の推進

→体験活動・ボランティア推進センターを設置し、青少年の体験活　
　動のための人材登録、及び利活用推進の体制を整備
→平成 16年の新潟地方の水害に対して、西郷村商工会青年部が主　

　体となってボランティア活動を実施したことを契機に同年 8月 10

　日に「災害ボランティアセンター “にしごう”」を設立
６職員の能力開発の推進

職員研修の充実 →エクセル講習会の実施　２回開催　約 40名
　　　職員として最低限必要な基礎を学習
→アクセス講習会　20名　職員のスキルアップを実施

７財政の健全化

経常的経費の削減

業務委託料等の見直し

公用車台数の削減と効率的使用の推進

→事務用品等の一括購入、一括管理

→職員超過勤務時間の縮減、職員等の旅費支給要件の見直し、職員　

　の特殊勤務手当支給要件の見直しを実施

→各課ごとに契約していた電算業務を一部、一括管理し、必要最低　

　限のもの以外はスポット対応とし経費を削減  

→更新時に台数調整 ( ５台減）、低燃費・低公害車の導入。また、老　

　朽化した普通車１台を廃車し軽自動車に変更、修繕費等経費を削減

　

村
で
は
、
環
境
基
本
法
の
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
し
て
国
の
施
策
に
準
じ
て
、
地
域
の
自

然
的
、
社
会
的
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
の

う
え
、
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
水
と
緑
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
人
類
の
存
続
の
基
盤
で
あ
る
地

球
環
境
が
有
限
で
、
地
球
環
境
問
題
が
住
民
一

人
ひ
と
り
に
そ
の
解
決
責
任
が
あ
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
相
互
に
協
力
し

あ
っ
て
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
持
続
的
発

展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
人

と
自
然
が
共
生
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
に
、
平
成
十
七
年
三
月
に
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
基
本

理
念
、
基
本
方
針
、
及
び
基
本
施
策
に
つ
い
て

定
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
環
境
基
本
条
例
を
も
と
に
、
環
境

の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
環
境
基
本
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
及
び
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
既
に
環
境

保
全
に
つ
い
て
日
常
的
に
配
慮
さ
れ
て
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
今
後
な
お
一
層
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
し
て
頂
く
た
め
に
、
環
境
基
本
計
画

は
有
効
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
に

は
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
村
民
及
び
事
業
者
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
大
変
重
要
で
す
。
日
常
生

活
、
事
業
活
動
に
お
い
て
、
環
境
を
意
識
し
た

積
極
的
な
環
境
の
保
全
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

条
例
の
ポ
イ
ン
ト

基本計画の主な内容
主なものとしては、基本的な考え方、

環境の現状と課題、目標、施策の展開、

環境配慮指針などを定めるものです。

西郷村の自然
・水資源として、阿武隈川をはじめと

する河川の源流域のきれいな水、及び

良質な地下水

・甲子地区の貴重なブナの原生林

・集落内の里山（雑木林）

・田園地帯など

村
の
環
境
を
守
る
た
め
に

　

西
郷
村
は
、
日
光
国
立
公
園
、
那
須
連
山
の
大
自
然
に
抱
か
れ
た
阿
武

隈
川
の
清
ら
か
な
源
流
地
域
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
恵
み
豊
か
な
自

然
と
と
も
に
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
何
よ
り
も
大
切

な
財
産
で
あ
る
自
然
環
境
を
自
ら
が
守
り
、
ま
た
再
生
に
取
り
組
ん
で
、

将
来
の
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

西
郷
村
環
境
基
本
条
例
を
制
定

　

村
の
行
政
改
革
（
第
三
次
）
大
綱
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
高
度
情
報
化
及
び
国
際
化
の
進

展
な
ど
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
地
方
分
権
の
推

進
、
さ
ら
に
村
の
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
、
行
政

需
要
の
複
雑
多
様
化
に
対
応
し
、
効
率
よ
い
行
政

運
営
を
実
現
す
べ
く
平
成
十
二
年
三
月
に
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
七
年

度
ま
で
の
概
ね
五
年
と
し
、
大
綱
に
基
づ
く
具
体

的
推
進
項
目
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

と
と
も
に
、
内
容
の
見
直
し
な
ど
の
進
行
管
理
を

行
い
な
が
ら
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ

れ
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
及
び
一
部
達

成
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
具
体
化
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
改
革
の
具
体
的
方
策

一　

組
織
機
構
の
見
直
し

二　

定
員
管
理
の
適
正
化

三　

事
務
、
事
業
の
見
直
し
及
び
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
等
の
事
務
の
改
善

四　

行
政
情
報
化
の
推
進

五　

民
間
活
力
の
活
用

六　

職
員
能
力
開
発
の
推
進

七　

財
政
の
健
全
化
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＝ 

公
共
下
水
道 

＝

▼
熊
倉
字

道
場
久
保
、
五
反
歩
、
内
山
、
折

口
原
、
東
高
山
の
一
部

▼
米
字

米
村
、
入
道
山
、
舘
岡
、
間
の
原
、

中
山
前
の
一
部

▼
小
田
倉
字

上
野
原
、
大
清
水
、
渕
上
、
蛇
口
、

中
島
、
稗
返
の
一
部

▼
真
船
字
長
者
窪
の
一
部

＝ 

農
業
集
落
排
水 

＝

▼
追
原
地
区

追
原
、
下
原
、
松
林
、
山
田
窪
、

横
道
、
茅
窪
、
由
井
ヶ
原
の
一
部

が
下
水
道
を
使
用
で
き
る
処
理
区

域
と
な
り
ま
し
た
。（
※
地
図
参
照
）

　

助
成
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

新
築
の
場
合
を
除
き
、
水
洗
化

助
成
制
度
や
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
き
・
工
事
が
必
要
で
す

　

実
際
に
下
水
道
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
受
益
者
の
申
告
や
負
担

金
・
分
担
金
の
納
付
の
手
続
き
、

排
水
設
備
の
工
事
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。　

　

台
所
の
排
水
に
油
脂
類
を
流
す

と
、
配
管
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
し

た
り
、
処
理
場
に
負
担
が
か
か
っ

た
り
し
ま
す
の
で
、
流
さ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
で
は
、
一
般
業
者
へ
点

検
・
清
掃
の
要
請
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
事
情
に
よ
り
排
水
管
を
清

掃
し
た
い
場
合
は
、
排
水
設
備
工

事
を
し
た
指
定
業
者
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

清
掃
を
行
う
場
合

注
意
・
お
願
い

■
問
合
せ

下
水
道
課　

業
務
係

　

☎
２
５
│
２
９
１
２

�

gesui@
vill.nishigo. 

　

fukushim
a.jp

～「源流の郷・きれいな川も一滴の水から」～

【DATA】

下水道処理区域が拡大されました

新
た
に
使
用
で
き
る
区
域

　

皆
さ
ん
が
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く

耳
に
す
る
G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
や

経
済
成
長
率
、
景
気
動
向
指
数
と
い
っ

た
も
の
は
、
各
種
統
計
調
査
の
結
果
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　

ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
各
種
の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
り
、
小
中
学
校

の
教
科
書
に
利
用
さ
れ
た
り
と
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
統
計
デ
ー
タ
は
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
統
計
は
、
私

た
ち
の
社
会
生
活
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
な
の
で
す
。

　

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
公
表
さ
れ

て
い
る
最
新
の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
、

福
島
県
内
で
の
西
郷
村
を
見
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

人
口
は
、
県
内
90
市
町
村
中
17
番
目
に
多
い
１
９
，
３
８
０
人
で
す
。

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

　   福島県人口動態の概況（平成 15年現在）

資料 ) 福島県現住人口調査 ( 平成 16年 10月 1日現在 )

世
帯
数
は
、
県
内
90
市
町
村
中
15
番
目
に
多
い
６
，
０
６
０
世
帯
で

す
。

　

人
口
増
加
率
は
、
県
内
90
市
町
村
中
３
番
目
に
高

い
0.8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
生
率
は
、
県
内
90
市
町
村
中
、
２
番
目
に
高
い

11.3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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バレーボール連盟の主管による ｢ バレーボー

ル教室 ｣ が行われました。村民体育館に集まっ

た小学生 25 名が、連盟の指導者から基礎とな

るレシーブやトスの指導を受けました。８月ま

で指導を受け、試合ができるよう頑張っていま

す。毎週火曜日開催していますので、挑戦した

い方はぜひ参加してください。

　まきば保育園園庭にてまきば保育園・みずほ

保育園合同幼年消防クラブ入団式が行なわれま

した。

　幼年消防クラブは、園児たちに火に対する正

しい知識を身に付けさせることを目的に、毎年

行われています。

　園児たちは、法
はっ

被
ぴ

姿で、「わたしたちは、ぜっ

たいに火遊びはしません」など元気な声で防火

の４つの誓いをしていました。

　甲子高原キョロロン村が再オープンしました。

再オープンを記念して ｢ 子ども春祭り ｣ が開催さ

れました。初日には、先着 200 名の方に乗り物

券やブルーサルビアの苗をプレゼントしました。

　訪れた観光客は、ドキドキスライダーやチュー

チュートレインなどに親子で乗りながら楽しんで

いました。また、バトントワリングやヨサコイ踊

りなどが初日に花を添えました。

　村立西郷幼稚園では、チューリップが見頃を

迎えました。このチューリップは、昨年の秋、白

河フラワーワールドさんから頂いた球根約 1,000

球を植えたもので、園児たちが丁寧に育てていた

ものです。

　園児たちは、赤や黄色の咲きそろった花を満足

そうに眺めていました。

　村内４つの小学校で運動会が行われました。澄みきった青
空の下、子供たちの元気な歓声や、家族の応援が校庭に響き
わたっていました。

　甲子地区において ｢ 花いっぱい運動 ｣ がボラン

ティア約 100 名が参加して国道 289 号線沿線で

行われました。パンジー、ベゴニア、サルビア、

マリーゴールドの苗合計 9,500 本が植えられま

した。今年も夏には、国道沿いの美しい草花が訪

れる観光客を迎えます。
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
健
康
の
た
め
に
手
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
な
ん
の
準
備
も
せ
ず
始

め
て
し
ま
い
、
け
が
や
故
障
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
準
備
運
動

と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

休
息
状
態
に
あ
っ
た
体
を
運
動
で
き
る
状
態
に

整
え
、
快
適
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

シリーズ②─

「
姥う

ば

神が
み

神
社
」

第
９
回

「準備運動のための
　　　　　ストレッチ」

　ごみを出すときの分別ルールを守らないために、こ

のところ苦情が多く寄せられています。

　指定の袋を使用しなかったり、分別が悪かったり、

指定日以外に出したりすると収集場所に残されてしま

い、誰かが片づけなければなりません。一部の心ない

人の行為が多くの人に迷惑をかけ、不快感を与えてい

ます。悪質なものについては、警察へ通報する場合も

あります。

　収集日については、「ごみ収集カレンダー」のとお

りですが、分別について分からない場合は、西白河地

方衛生処理一部組合、または住民生活課までお問合わ

せください。

　ごみを出すときは、ルールを守り、収集所はみんな

で気持ちよく利用したいものです。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
は
、
伸
ば
す
、

引
っ
張
る
と
い
う
意
味
で
、
体
の

筋
肉
や
腱け

ん

を
伸
ば
す
こ
と
を
さ
し

ま
す
。
あ
く
び
や
伸
び
も
こ
の
一

種
で
す
。
犬
や
猫
も
こ
の
よ
う
な

動
き
を
よ
く
見
せ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
前
の
準
備
体
操
と
し

て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
で
体

の
柔
軟
性
を
高
め
、
ケ
ガ
や
故
障

の
防
止
、
気
分
を
一
新
し
、
爽
快

感
を
よ
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
の
順
番
は
、

で
き
る
だ
け
心
臓
か
ら
遠
い
部
分

か
ら
始
め
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
運
動
不
足
の
人
が
、
反

動
を
つ
け
る
ほ
ど
の
強
い
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
う
と
、
逆
に
筋
肉
や

腱
な
ど
を
痛
め
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
反
動
を
つ
け
な
い
で
、
体
の

調
子
に
合
わ
せ
て
で
き
る
程
度
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
何
人
か
で
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
う
場
合
に
は
、
で
き
る
だ

け
号
令
を
か
け
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

ス
ト
レ
ッ
チ
の
正
し
い
方
法

　

県
道
羽
鳥
・
白
河
線
を
羽
鳥
方
面
に
向
か
い
、
羽

太
小
学
校
の
あ
る
集
落
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
右
手
に

森
に
覆
わ
れ
た
丘
陵
が
あ
り
ま
す
。
丘
陵
の
頂
上
に

は
八
雲
神
社
、
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
中
腹
に
姥

神
神
社
が
あ
り
ま
す
。姥
神
神
社
は
弘
仁
年
間(

八
一

○
〜
八
二
四
）
の
人
と
『
白
河
風
土
記
』
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
保
梅
津
筑
前
の
乳
母
を
祀
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
姥
神
神
社
の
裏
に
は
石
窟
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
二
基
の
板
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
板
碑
は
今
か

ら
七
百
年
前
の
も
の
で
、元
禄
十
五
年
（
一
七
○
二
）

に
付
近
の
馬
洗
場
よ
り
発
見
さ
れ
、
同
所
に
祀
ら
れ

た
と
碑
の
裏
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
を
発
見

し
た
近
藤
次
右
衛
門
は
保
梅
津
筑
前
の
子
孫
と
『
風

土
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
姥
神
神
社
周
辺
は

保
梅
津
筑
前
の
伝
承
を
も
つ
場
所
が
多
数
あ
り
、
明

治
四
四
年
に
熊
倉
常
徳
寺
に
合
併
さ
れ
た
稲
生
寺
は

弘
仁
年
間
に
保
梅
津
筑
前
が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。　
（
次
回
へ
続
く
）

・
体
が
柔
軟
に
な
り
ま
す
。

・
全
身
の
血
行
が
良
く
な
り
ま
す
。

・
肉
体
や
精
神
の
緊
張
が
と
き
ほ
ぐ

さ
れ
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
効
率
が
高
ま
り

ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
障
害
や
筋
肉
痛

を
予
防
で
き
ま
す
。

・
肉
体
や
精
神
の
疲
労
を
回
復
さ
せ

ま
す
。

・
肉
体
の
老
化
を
予
防
で
き
ま
す
。

・
老
化
し
た
肉
体
を
若
返
ら
せ
ま
す
。

・
肉
体
や
精
神
に
活
力
を
与
え
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
用

　

西
郷
村
中
央
公
民
館
（
西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
は
、「
図

書
利
用
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
た
本
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
窓
口
で
借
り
る
本
の
名
前
を
一
冊
づ
つ
記
入
す
る
方

法
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
図

書
利
用
カ
ー
ド
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

さ
れ
た
本
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
と
る
だ
け
で
、
短
時
間
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
は
、
中
央
公
民
館
窓
口
で
申
請
す
る
と
即
時
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
室
に
あ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
端
末
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
で
も
簡
単
に
本
の
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」第
一
号
と
な
っ

た
佐
藤
正
博
村
長
が
、
図
書
室
を
訪
れ
た
子
ど
も
と
一
緒
に
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
本
の
検
索
を
行
い
、
使
い
良
さ
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

「ごみ収集所をきれいに」

図書利用カードで
　　　　　　貸し出し開始

〈
前
編
〉
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寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
第
１
回
）

　

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
等
の
高
齢

者
の
方
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
寝
具

類
の
衛
生
向
上
を
図
り
、
居
宅
生
活
で
の

就
寝
の
快
適
化
と
健
康
保
持
の
促
進
を
目

的
と
し
、
年
２
回
（
７
月
中
旬
、
２
月
頃

予
定
）
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
に
は
料
金
の
一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

　

西
郷
村
に
住
所
が
あ
り
、
居
宅
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、
40
歳
以
上
の
重

度
身
体
障
が
い
者
の
方
（
障
が
い
程
度
が

１
、２
級
）
で
あ
っ
て
、
次
の
一
つ
に
該

当
し
、
家
庭
に
お
い
て
は
寝
具
類
の
洗
濯

乾
燥
が
困
難
な
方
。

⑴
高
齢
者
の
方

　

・
要
支
援
以
上
に
認
定
さ
れ
た
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

の
方
。

⑵
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

　

・
寝
た
き
り
の
重
度
身
体
障
が
い
者
等

の
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
重
度

身
体
障
が
い
者
の
方
。

●
対
象
と
な
る
寝
具
及
び
利
用
予
定
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
参
照
）

　

・
寝
具
の
区
分
ご
と
に
各
２
枚
ま
で
と

　
　

し
、
合
計
３
枚
ま
で
を
限
度
と
し
ま

　

す
。

　

・
健
康
布
団
、
特
種
布
団
類
、
パ
ジ
ャ

マ
類
は
対
象
外
で
す
。

　

・
対
象
寝
具
以
外
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

各課直通電話番号

●歯科医　休日当番日
  6.  5 斎 須 歯 科 医 院（表郷村）☎ 32-4347
  6.12 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
  6.19 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303
  6.26 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889

●今月の納税

村 県 民 税（全　期・１期）

6 月 30 日（木）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
場
合
に

は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
コ

ピ
ー
）
を
、
ま
た
は
、
今
年
１
月
１
日
現

在
で
西
郷
村
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
と
き
住
所
の
あ
っ
た
市
区
町
村

で
発
行
さ
れ
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
※
な
お
、
西
郷
村

か
ら
転
出
す
る
と
き
は
継
続
し
て
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
転
出
先
で
も
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
地
域
福
祉
係
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
運
用
状
況

　

平
成
16
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

●
情
報
公
開
条
例
▽
義
務
開
示
（
開
示
請

求
）
＝
請
求
件
数
２
件
（
全
部
公
開
２

件
）、
任
意
開
示
（
開
示
申
出
）
＝
請

求
件
数
２
件
（
全
部
公
開
２
件
）
▽
公

文
書
公
開
請
求
者
＝
村
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
者
３
名
、
実
施
機
関
が
行
う

事
務
ま
た
は
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
１
名

●
個
人
情
報
保
護
条
例
▽
開
示
等
請
求
受

理
＝
０
件

●
不
服
申
立
て
＝
０
件

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

歯
っ
ぴ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
５

　

６
月
４
日
〜
10
日
は「
歯
の
衛
生
週
間
」

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
歯
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
共
に
、
歯
科
疾
患
の
早
期
発
見･

早
期
治
療
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
歯
の
寿
命
を

延
ば
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
12
日
㈰　

11
時
〜
16
時

　

※
パ
ネ
ル
展
は
６
月
４
日
㈯
〜
12
日
㈰

●
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河　

３
Ｆ

●
内
容　

　

▽
白
河
市
及
び
西
白
河
郡
小
・
中
学
生

　
　

の
歯
に
つ
い
て
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

　
　

展
示
と
表
彰

　

▽
お
口
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

　

▽
む
し
歯
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

▽
口
臭
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

▽
歯
み
が
き
指
導　

　

▽
お
口
の
相
談
等

■
問
合
せ　

円
谷
歯
科
医
院
内
事
務
局

　

☎
０
２
４
８
｜
２
７
｜
１
２
５
５

公
共
料
金
等
取
扱
金
融
機
関
の
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　

　

足
利
銀
行
黒
田
原
支
店
白
河
出
張
所
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
17
年
６

月
24
日
を
も
っ
て
足
利
銀
行
の
西
郷
村
公

金
取
扱
を
廃
止
し
ま
す
の
で
、
足
利
銀
行

を
各
種
税
、
保
育
料
、
家
賃
な
ど
の
振
替

口
座
に
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
医
療
費
、

児
童
手
当
な
ど
役
場
か
ら
の
振
込
口
座
に

指
定
し
て
い
る
方
は
担
当
課
で
別
の
金
融

機
関
に
変
更
手
続
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

電
波
利
用
保
護
旬
間

　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
１
日
〜
10
日

　

ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
が
Ｉ
Ｔ
社
会
を

支
え
ま
す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
電
波
の
混
信
・
妨
害
の
問
合
せ

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
監
視
窓
口

　

☎
０
２
２
│
２
２
１
│
０
６
４
１

　

�http://w
w
w
.ttb.go.jp/　

※
１
回
目
は
７
月
14
日
㈭
で
す
。

●
申
込
み

　

健
康
推
進
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し

　

て
、
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
福
祉
係
）

児
童
手
当
の
申
請
及
び
現
況
届

　

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま
で
（
９
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
、
所
得
（
収

入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
一
定
以
下
の
場

合
は
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
生
や
西
郷
村
に
転
入
さ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
時
点
で
必
ず
児
童
手
当
の
申
請

を
し
て
下
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
る
と
申
請

月
以
前
の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

す
る
時
期
で
す
。
児
童
手
当
の
支
給
要
件

で
あ
る
「
前
年
度
の
所
得
」
は
少
な
か
ら

ず
変
動
が
あ
る
も
の
で
す
。
忘
れ
ず
に
児

童
手
当
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
健
康
推
進
課
よ
り
現
況
届
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
付
の

う
え
６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
や
現
況
届
を
提
出
さ
れ
る
方
で

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  6. 5 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  6.12 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  6.19 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  6.26 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　休日当番日（白河地区）
  6. 5 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  6.12 鈴木ホームクリニック（白河市）☎ 31-8181
  6.19 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  6.26 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

別表）対象となる寝具及び利用予定金額

区　　分 種　　類 金額（予定）

掛 布 団 類
綿 布 団 220 円前後
羊 毛 布 団 300 円前後
羽 毛 布 団 400 円前後

敷 布 団 類
綿 布 団 220 円前後
羊 毛 布 団 300 円前後
羽 毛 布 団 400 円前後

毛 布 類
綿 毛 布 50 円前後
羊 毛 毛 布 120 円前後
二 重 毛 布 130 円前後

寝 巻 類 丹 前 120 円前後

※金額については、変わる場合がありますので、
ご注意ください。

所得制限限度額

扶養親族等
の人数

国民年金
加入者

厚生年金等
加入者

０人 301 万円 460 万円
１人 339 万円 498 万円
２人 377 万円 536 万円
３人 415 万円 574 万円
４人 453 万円 612 万円
５人 491 万円 650 万円

※扶養人数は申告での人数、老人扶養親族がいる場合は

老人扶養親族１人につき６万円加算した額。

歯を大切に

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）
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税
務
職
員
募
集（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、
あ

な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら

　

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
受
験
申
込
受
付
期
間　

　

６
月
21
日
㈫
〜
６
月
28
日
㈫

●
試
験
期
日　

９
月
４
日
㈰

■
受
験
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
２
０
２
２

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
｜
２
６
３
｜
１
１
１
１

国
家
公
務
員
採
用
試
験（
高
卒
程
度
）

●
試
験　

Ⅲ
種
試
験

●
試
験
日
時　

９
月
４
日
㈰　

一
次
試
験

●
受
付
期
間　

６
月
21
日
㈫
〜
６
月
28
日
㈫

　

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

　

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
２
２―

２
２
１―

２
０
２
２

　

�http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

　

saiyo.htm

ア
ニ
メ
「
ハ
ー
ド
ル
」
上
映
会

●
上
映
日　

６
月
19
日
㈰

　
　
　
　
　
　

１
回
目　

10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

２
回
目　

14
時
〜

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
券
（
当
日
）　

　

一
般
１
、２
０
０
円
（
１
、４
０
０
円
）

　

４
歳
〜
高
校
生
７
０
０
円
（
９
０
０
円
）

　

※
西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
５
月
27　

　

日
㈮
か
ら
取
り
扱
い
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
せ

　

白
河
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　

☎
２
７
｜
２
０
９
０

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

県
内
に
住
む
、
就
職
活
動
中
の
若
者
・

フ
リ
ー
タ
ー
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、

県
が
白
河
市
と
共
催
で
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
試
験
の
受

け
方
を
始
め
と
し
て
、
就
職
活
動
に
役
に

立
つ
こ
と
を
し
っ
か
り
お
教
え
し
ま
す
。

●
日
程

●
場
所　

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

25
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

　

は
、
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
）

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

福
島
県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
９
２
７
｜
４
７
７
２

料
理
教
室

●
内
容　
《
調
理
実
習
》
高
血
圧
予
防
食

　

減
塩
し
な
が
ら
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
。

●
日
時　

６
月
21
日
㈫
〜
23
日
㈭

　

受
付
時
間　

９
時
45
分
〜
10
時　
　

●
場
所　

　

西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

多
目
的
研
修
室
・
調
理
室

●
定
員　

各
日
定
員
20
名

●
締
切　

６
月
17
日
㈮　

※
各
日
先
着
順

●
参
加
費　

調
理
材
料
費　

２
０
０
円

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課　
（
保
健
係
）

西
郷
村
職
員
採
用
候
補
者
試
験

●
採
用
職
種　

一
般
行
政
職（
大
卒
程
度
）

●
採
用
予
定　

若
干
名

●
受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら

　

昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
場
合
や
禁
こ
以

上
の
刑
の
執
行
が
終
わ
ら
な
い
場
合
な

ど
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮

●
申
込
場
所　

総
務
課

●
採
用
試
験
（
第
１
次
試
験
）

　

期
日　

７
月
24
日
㈰　

場
所　

福
島
大
学

　

科
目　

教
養
試
験
（
大
卒
程
度
）
等

■
資
料
請
求
・
問
合
せ　

総
務
課

６
月
22
日
㈬

６
月
21
日
㈫

研
修
期
日

10
時
〜
17
時

研
修
時
間

応
募
書
類
の
作
り
方

面
接
の
受
け
方

働
く
こ
と
の
意
義

自
己
理
解

研
修
内
容
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2005 年 6 月
June行事
レカ ンダー

●今月の顔────
幼年消防クラブ入団式（まきば・みずほ保育園）

に参加した子どもたちです。

★県南地域のの主な行事です (NPO法人カルチャーネットワーク提供）

・6/3 ～ 5　リゾートトラストレディス（グランディ那須
白河ゴルフクラブ 7:30）

・6/4　東白川夢と笑顔の広場（棚倉町総合グラウンド 10:00）
・6/5　ふれあいウォーク in しらかわ（城山公園 8:30）
・6/5　あそびの学校　さわやかな音色「彩ふうりん」
（ジャスコ白河西郷店 13:00 受付）

・6/9　おひざにだっこのおはなしかい（西郷村文化センター 10:30）
・6/18　火打ち金づくり（まほろん 10:00）
・6/18　絵で見るお話の会（中山義秀記念文学館 16:00）
・6/23　おはなしのくに（白河市立図書館 15:30）
・6/29 ～ 7/31　「松平定信と周辺の人びと」展（白河市歴
史民族資料館 9:00（月）休）

日 月 火 水 木 金 土
1
水道週間（～ 7日）
６～７ヵ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
寿学級（10:00 アク
ティブセンター西郷）
交通安全鼓笛パレ
ード（10:00 米小
学校周辺）

2
BCG 予 防 接 種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
英会話教室（18:45
文化センター）

333 4
健 康 体 操 教 室
（10:00文化センター）

5
夏山遭難救助訓練
（6:00甲子・大黒屋）
上羽太天道念仏踊
（12:00 上羽太公民
館）

6
交通安全鼓笛パレ
ード（10:00 熊倉
小学校周辺）
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）

7
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

88 9
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
３才児健康診査
（13:00 同）
英会話教室（18:45
文化センター）

10
高齢者の男性の
ための料理教室
（10:00 高齢者生
活支援センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生
活支援センター）

11
健 康 体 操 教 室
（10:00文化センター）

12 3113 14
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

1115 16
英会話教室（18:45
文化センター）

1117 18
ふるさと探検隊開
講式（9:00 文化セ
ンター）

19 202220 21
健 康 料 理 教 室
（9:45 保健福祉セ
ンター）
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

22
健 康 料 理 教 室
（9:45 保健福祉セ
ンター）

23
健 康 料 理 教 室
（9:45 保健福祉セ
ンター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（18:45
文化センター）

24
西郷村総合美術展
（9:00 文化センター
～ 26日）
１才６ヵ月児健康
診査（13:00 保健福
祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:00 高齢者生
活支援センター）

25
健康ウォーキング
教室（9:30 保健福
祉センター）

26
西郷村総合美術展
表彰式（15:00 文
化センター）

27
行政相談所（13:30
文化センター）

28
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

29
歯科クリニック
（幼児 13:00 ６才
児 13:45 保健福祉
センター）

30
英会話教室（18:45
文化センター）
地域懇談会（19:00
東高山集会所）



わ
た
し
の
た
ん
生
日

お
め
で
と
う
に
ど
き
ど
き

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
わ
く
わ
く

　

お
母
さ
ん
の
た
ん
生
日

　

お
め
で
と
う
に
ふ
く
ざ
つ

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
に
こ
に
こ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
ん
生
日

　

お
め
で
と
う
に
か
ん
し
ゃ

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
み
だ

　

み
ん
な
の
た
ん
生
日

一
人
ひ
と
り
が

み
ん
な
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

担
任
の
和
知
ゆ
う
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
鈴
木
英
雄
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
加
藤
真
由
美
先
生
か
ら
一
言

人口と世帯数（5月 1日現在）人口 19,494 人（前月比 +117）男 9,770 人（+53）女 9,724 人（+64）世帯数 6,136 戸（+71）

好
き
な
色
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
線
を
か
き

進
め
ま
し
た
。
じ
っ
と
見
て
い
た
ら
ラ
イ
オ
ン
の

顔
が
浮
か
ん
だ
そ
う
で
す
。
か
わ
い
い
ラ
イ
オ
ン

で
す
ね
。

一
年
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
た
ん
生
日
に
、
自

分
と
ま
わ
り
の
一
人
ひ
と
り
の
人
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
、
す
て
き
な
詩
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
ね
。

書
写
の
時
間
が
と
て
も
好
き
で
、
い
つ
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
道
」
は
「
し
ん

に
ょ
う
」
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
上
手
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　 ・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

小
田
倉
小
学
校
二
年

　
　
　

田

川

嶺

央

小
田
倉
小
学
校
四
年

渡

辺

栞

小
田
倉
小
学
校
六
年

髙

崎

誠

太

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


